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法政大学文学部心理学科 准教授

荒井弘和（あらい　ひろかず）

スポーツと心理学 Profile─荒井弘和
早稲田大学大学院人間科学研究科
健康科学専攻博士後期課程修了。
博士（人間科学）。専門はスポーツ
心理学。著書は『絶対役立つ教養
の心理学：展開編』（分担執筆，ミ
ネルヴァ書房）など。

　私は，心理学科（日本大学）を
卒業し，大学の教養体育の教員と
して働いています。教養教育の
保健体育科目と，スポーツ・サイ
エンス・インスティテュート（ス
ポーツ推薦入学生を対象とした
コース）の授業担当が主な仕事で
す。加えて，文学部心理学科と人
文科学研究科心理学専攻の教育に
も携わっています。
　教育以外の仕事として，現場に
おいては，競技者を対象として，
競技力向上を目指すスポーツメン
タルトレーニング（私の場合は認
知行動療法と同義です）の実践
や，競技と競技以外の生活とのバ
ランス（スポーツ・ライフ・バラ
ンス）を上手に取れるようにする
ための支援を行っています。研究
としては，スポーツチームにおけ
るコレクティブ・エフィカシー
や，身体活動・運動の実施とソー
シャル・キャピタルの関係を検討
し，発表しています。

日本スポーツ心理学会をご存じ
ですか？

　私の仕事のキーワードである
「スポーツ」と「心理学」の関係
を考えたとき，日本心理学会の発
表部門である「スポーツ・健康」
が思い浮かびます。日本心理学会
の外に目を移すと，「日本スポー
ツ心理学会」という学会がありま
す。この学会では，競技スポーツ
や生涯スポーツはもちろん，あら
ゆる身体活動と心の関係に注目し
た研究が行われています。

　日本スポーツ心理学会では，競
技スポーツの現場で，競技力向上
などの心理サポートを行う会員
に対して，「スポーツメンタルト
レーニング指導士」という資格を
認定しています。私もその資格を
取得して，競技スポーツの現場で
仕事をしています。

日本心理学会でのコミュニケー
ション

　日本心理学会では，三村覚先生
（大阪産業大学）の補佐役として，
ワークショップを5回実施してき
ました。ワークショップには，ス
ポーツ心理学者だけでなく，他の
心理学領域を専門とされている皆
さんにも登壇してもらい，お互い
のコミュニケーションを深めまし
た。
　そこで気づいたことは，他の
心理学領域の皆さんの中に，「ス
ポーツ心理学はおもしろい」と感
じていらっしゃる方々は多いとい
うことです。一方で，他の心理学
領域の皆さんは，スポーツの現場
に近づきにくいと感じており，ま
ずは，スポーツ心理学者とコミュ
ニケーションを取ることから始め
たいと思っていらっしゃることも
わかりました。
　そこで私の役割は，他の心理学
領域の皆さんとスポーツ心理学者
がコミュニケーションを取る機会
を定期的に設けることだと認識
し，大学院のゼミ生とともに，そ
の機会を定期的に設けています。

スポーツ心理学がさらに発展す
るために

　スポーツ心理学者の多くは，体
育系の学部を卒業した方々です。
法政大学のように，心理学科にス
ポーツ心理学の教員が在籍して
いることは，きわめて珍しいと言
われます。本学の場合，たまたま
心理学科が教養体育の教員を吸収
する仕組みだったことで，私はこ
こで仕事ができています。心理学
科の先生方が，スポーツ心理学に
理解を示してくださっていること
も，私にとっては幸運でした。
　私は，多くのスポーツ心理学者
が，心理学のファカルティで仕事
をできる日が来るように願ってい
ます。多様なルーツを持つ人た
ちが集まって，すそ野が広がるこ
とで，スポーツ心理学がさらに発
展することを期待しています。そ
して私自身は，スポーツ心理学者
が，親学問である心理学領域でも
活躍できるように，スポーツ心理
学の領域をさらに活性化すること
に貢献したいと考えています。

授業後にトレーニングセンターで


